
 

日本生産管理学会 本部事務局殿 

新規研究会 中部   支部 設置申請書（正規・任意）(←○印) 
 

＊研究会コード番号 申請日： 西暦 2005 年  6 月  10 日 ＊申請Ｎｏ． CB-N-050610 

JP-CBN05 ＊受付日： 西暦 2005 年  6 月  16 日 受付Ｎｏ． CB-S-03 

住所：〒444-1333 

愛知県高浜市沢渡町四丁目 2番地 11 

電話：0566-52-3589 FAX： 

申請代表者 

（事務局） 

所 属 

職 位 

山田裕昭 

 

株式会社総合経営研究所 

 

連絡先 

（○印） 

勤務先( ) 

自 宅(○) E-mail：h_ymd3a@ybb.ne.jp 

研究会名 知識と情報に関する研究 

（留意事項） 

・研究組織 

・研究期間 

・研究成果 

・研究報告 

・研究費用 

研究会の設置にあたって、下記事項を確認し遵守してください。 
申請時､主査及び委員(副査含む)は 4 名以上 10 名以内とし、公募の余地を残すこと。 
原則３年とする。継続の場合は終了報告を行い、再度、申請を行なうこと。 
支部活動の研究成果を、全国大会で中間報告(１回以上)と終了報告を行うこと。 
毎年３月までに、当該年度の研究会活動報告を行うこと。 
本部事務局は、活動報告書受理後に研究継続費を申請代表者に送金する。 

研究会委員 氏  名 所  属 職 位 会員番号 連絡先（E-mail） 

主  査 

 

副  査 

委  員 

（幹 事） 

福田康明 

 

澤田善次郎 

 

山田裕昭 

河崎憲司 

早川 周 

 

名城大学理工学部 

 

椙山女学園大学 

 

株式会社総合経営研究所

シイエス経営研究所 

名古屋工業大学大学院 

 

教授 

 

教授 

 

 

 

JP01155 

 

JP00094 

 

JP01791 

JP00066 

JP04983 

 

fukuta@ccmfs.meijo-u.ac.jp

 

sawada@ss.sugiyama-u.ac.jp

 

h_ymd3a@ybb.ne.jp 

kwsk@mwd.biglobe.ne.jp 

hayak-sh@arpak-cdc.co.jp 

 

研究目的・主旨 現在，知識が機械的に形式知に変換できるものは，文書，IT によって容易に共有できるが，形式知

にできずに零れ落ちてしまう知識の共有は，経験，体験が主な手段である。この零れ落ちた知識こ

そが組織の強みとなるが，その構造は明確にされているとは言い難い。現在，これらの知識は熟練

した職人，名人のノウハウや知識創造のプロセスにおける暗黙知として表現されている。そこで本

研究の目的は，知識を構築するためのプロセスを検討し，このプロセスをモノづくりの実践に照ら

しながら解くほぐし，知識とそれを表現するための要素（暗黙知を表現する要素）を明確にする。

さらに，その要素を基にした作業習熟の調査を行い，習熟速度やその達成度合いを検討する。 

研究計画・方法 

(具体的に) 

1. 知識を構築するためのプロセスおよびそれを表現するための要素の明確化 

2. 知識の構築プロセスの展開と知識の評価（達成度手法を用いた評価） 

3. 知識共有における組織構造の体系化 

研究成果の報告 

(予 定) 

第 23 回全国大会（大阪市立大学）にて発表実施（第 1年度），第 26 回全国大会（名古屋工業大学）

にて発表予定（第 2年度） 

知識の構造が明確になり，組織構造との関わりを検討することで，以下の成果が予測される。 

1. ヒューマンエラーの防止 

2. 今まで表現することができなかった勘所を含んだ作業標準が作成可能 

3. 知識を核とした戦略的な組織作り etc 
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